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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 マヌエル・バビロニ 

タレガの故郷スペインのカステジョン出身のギタリストです。 

◼ ホセ・ルイスに師事していたんだが、初めてのコンサートで緊張していたら、彼から「何も考えないこ

とだ。考えたらうまく弾けない。ただ行って、座って、弾いて、家に帰ってくる。それだけだ。」とのア

ドバイスをもらった。そして、その通りにしたらうまくいった。 

◼ ホセ・ルイスは、最初にソルの練習曲、次に、ポンセの前奏曲集をやらされた。ギターを深く理解する

ためには、ソルの練習曲は不可欠だと言っていた。これらは、テクニックだけでなく音楽性を高めるた

めにもすごくいいって気づいた。ちなみに、ホセ・ルイスは、本番直前に舞台袖でビールを飲む。ジュ

リアン・ブリームはウィスキーを飲む。ホント？ 

◼ 故郷のカステジョンで私が 20 歳のころ、60 歳ぐらいの詩人と知り合いになったのだけど、そのお母さ

んがアデラ・セガーラだった。つまり、あの「アデリータ」だったんだ。 

◼ 最近のギター曲は音が多すぎて、ギターの音を味わう瞬間が少ない。重要なのは、ギターにはフォルテ

の音はないってことだ。だから音の深みにこそギターの美しさがあるはずなんだ。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 今村泰典】  

リュートの第一人者今村氏のインタビュー記事です。 

◼ ヴァイスの 2 枚目の CD を出しました。バッハも素晴らしいですが 2 枚組 CD を出すと終わってし

まう。ヴァイスは、録音したい曲がまだまだたくさんあります。 

◼ 明治時代に日本に西洋音楽が入ってきた時に、当時の人は、カチカチとメトロノームで演奏法を習っ

た。しかし、ヨーロッパでは、中世・ルネッサンス・バロックの音楽で声楽曲が基本ですが、そこに

は拍がない。だから、音楽というのはメトロノームでなく、音楽の流れ、抑揚そういうところから入

っていくものだと思う。その意味で、音楽は語りかけるものと思って演奏している。 

◼ タブラチュアというのは運指を明確に規定している。運指が変われば音色が変わる。ヴァイスがタブ

ラチュアで書き留めたということは、私たちにとっても非常に有利なことです。 

◼ ド・ヴィゼーのタブラチュアは、３～4 種類ほど残っていて、みんな運指が違う。同じ曲でも演奏す

るたびに変わっていたんだと思います。 
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◼ 最初は、ギターをやっていたんだけど、バッハを弾いていてバスが足りなくて、イエペスの 10 弦ギ

ターに換えてみましたがそれでも弾けない音が結構ある。だったら、リュートでやってみようと思っ

てリュートを購入しました。 

◼ 1976 年ごろ、オイゲン・ボンドワに師事していましたが、彼が、指を故障してしまった。当時はわか

らなかったのですが、無理をして壊れたというのではなく、フォーカル・デストニィという脳からの

伝達の問題だったのが最近わかりました。現在は、脳の神経の一部をレーザーで焼き切ることで徐々

に治っていくそうです。 

◼ 演奏の時に、なぜこう弾くのか、理論的な裏付けがなければいけない。今まで教えた生徒のほとんど

は理論のことはわからなかった。例えばソルの曲で、装飾音すべて抜いて骨組みの和音だけ弾いてみ

てといっても、誰もさっとやれない。和音の骨組みがわからなければ音楽をどのように作っていけば

いいかわからない。そのため、演奏解釈のレッスンをするようになりました。 

◼ 最近のヴァイスの研究で新発見の曲があります。バッハの BWV1025 は、ヴァイスのソナタイ長調の

アレンジだとわかりました。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：三木本ハマ子】 

64 歳で CD 初リリースをしたギタリスト。旦那さんの介護をしながら演奏活動をされているそうです。 

 

【新 マエストロ養成講座 第１回】  

新しく模様替えということで、この講座第 1 回目は、メルツの「小品集 かっこう」から「赤いサラフ

ァン」と「ラ・ロマネスカ」の演奏法が紹介されている。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」：バージョンが変わり、前回から 12 の練習曲プロジェクト。今回

も、アルペジオの練習で、佐藤氏オリジナルの結構ちゃんとした練習曲が掲載されている。結構高度な

技術が要求されています。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：映画「スティング」で有名になった「エンターティナー」と

ともに効果的に使われた曲「ソラース」、それと、リムスキー・コルサコフの「インドの歌」のソロア

レンジが掲載されている。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 14 回も、ポジション移動について解説しています。 

◼ 「コンペティション 2008」として、ソロ部門、三重奏部門での表彰者の紹介があります。 

◼ 「第 3 回美山ギター音楽祭」の報告記事があります。美山は、京都府の北部にある町です。また、「第 8

回ヘルスブルック国際ギターフェスティバル」の記事も掲載されています。こちらは、ドイツの地方都

市で、アンドリュー・ヨークやホルヘ・カルド―ソ等も参加しています。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第 14 号のメインは、そんなところでしょうか。 

  



また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 

 


